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結晶のフォノン・ポラリトンの分散関係は、多くの場合は光学フォノンの減衰が小さいために、

誘電率は実数としてその分散関係が示される。しかし結晶格子の不安定性が顕著な強誘電体では、

低振動数の光学モードの減衰は大きく、過減衰となることもある。このため、最低振動数の光学

モードのポラリトンの分散関係では、ポラリトンの減衰も必要となる。従来、低い振動数のポラ

リトンを測定する方法は前方散乱配置のラマン散乱が主であったが[1]、小角散乱の角度範囲によ

る不確定性が増大する低振動数ポラリトンでは減衰定数の測定は困難であった。このため、低振

動数光学フォノンの減衰が大きい強誘電体[2]では、他の手法が必要であった。テラヘルツ時間領

域分光法(THz-TDS)では透過波・反射波の振幅と位相を一意的に決めることができ[3]、最近の高

精度の広帯域 THz-TDS ではポラリトンの減衰も考慮した分散関係の決定が可能となった。コヒー

レントなテラヘルツ光源による広帯域 THz-TDS による測定結果[4]を使って求めたポラリトン波

数を複素数とする LiTaO3結晶の E(x)モードのポラリトンの分散関係を図 1 に示す。
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図 1 コングルエント LiTaO3 結晶の複素誘電率[4]より求めた E(x)対称のフォノン・ポラリトン

の複素分散関係。 ポラリトンの波数の(a)実部、 (b) 虚部についての分散関係。
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